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国債発行（40年）

消費者物価指数（27日）、完全失業率（27日）があり、海外ではイエレンFRB議長議会証言（24日上院、25日下院）、米10-12月期GDP（27日）がある。

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞
19日に国庫短期証券3Ｍ第514回債の入札が行われたが、最高落札レートは0.0060%（前回債0.0020%）、平均落札レートは0.0036%（前回債△0.0004%）と前回債から利

回りは上昇した。セカンダリーは3Ｍで0.000％近辺の出合い。6Ｍ、1Ｙは目立った出合いは見られなかった。来週26日に3Ｍの入札が行われる予定である。

＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞
足許GCは先週末同様0.06～0.07%近辺の出合から始まり、週央には短国1Yが発行されたこともあり0.07～0.075%での出合まで上昇。19日には短国3M・流動性供給入

札が行われ、2/23-24のS/Nでは0.09%、T/Nでは0.10%まで上昇。週末には日銀の短国買入・利国買入オペが合計3兆6800億円オファーされ、0.07～0.075%の出合をつ

け越週した。SCは10年335・336回債が引き続きO/N物・ターム物ともに週を通してネガティブレートで推移した。10年335回債はO/N物で△0.06%、10年336回債は

△0.01%の出合が見られるなど、需給が軟化した。10年337回債は来月の10年債入札を睨み、ターム物のビッドが目立った。5年債は121・122回債、10年債は312・319・

321・323・325回債に引合が多く見られた。

＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞
今週の日銀当座預金残高は週初183兆円台から始まり、国債・国庫短期証券発行等の資金不足要因はあったものの、日

銀の国債・国庫短期証券買入オペ等の潤沢な資金供給により、181～184兆円台で推移した。無担保コールON物は、週を

通して0.07～0.075％で取引された。一部市場参加者による0.12％台の試し取りも多く見られたことから、加重平均金利は

0.075～0.082％での推移となった。ターム物は、1W～1M物で0.11％台後半の出合いとなった。17・18日に実施された日銀

金融政策決定会合では、金融市場調節方針の現状維持を決定した。また、景気判断は据え置かれたが、輸出・鉱工業生

産の判断はそれぞれ引き上げられた。来週の材料は国内では1月分の日銀金融政策決定会合議事要旨（23日）、

＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞
今週は、入札発行額は約7,500億円で、期落ち額約6,800億円（金融機関・ABCP除く）を上回った。カード会社の1000億

円規模の案件により、発行額が膨らんだ。

今週の３M物の入札発行レートは、0.090％台半ば～0.110％台後半と、横這い～小幅上昇した。

現先レートは、0.080％～0.100％程度で推移した。

来週の期落ち額は約19,500億円となっている。


